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1. はじめに 

本研究の目的は，道路ネットワークの接続構造を考慮し

て学習することができるグラフニューラルネットワークを用い

て交通流量予測の試作に取り組むことである. 

2. 課題 

吉田ら[1]は Relational GCN (R-GCN) を用いてエリア情

報を加味した交通流量予測手法を提案した.一方で時系列

データに対応しておらず，道路交通の時間的な特徴を学

習出来ない.そこで本研究では時空間グラフ畳み込みネット

ワーク（ST-GCN: Spatio-Temporal Graph Convolutional 

Networks) [2]を用いた空間的と時間的特徴を考慮したモ

デル構築し，予測精度を向上することを課題とする. 

3. 提案手法 

ST-GCN は 2 つの ST-Conv Block と Output Layerの 3

つのブロックで構成される．構造を図 1 に示す. ST-Conv 

Block は各ノードが持つ時間方向のデータを処理するため

の時間畳み込み層(Temporal Gated-Conv)とグラフ構造に

従って隣接ノードの情報を畳み込む空間グラフ畳み込み

層(Spatial Graph-Conv)で構成される． 

入力データには，グラフを表す隣接行列と各ノードの特

徴量を表す行列を使用する．隣接行列は重み付き隣接行

列で,ノード対の重みは地理的な距離に基づき算出する． 
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4. 実験 

4.1 実験条件 

データセッは日本道路交通情報センターが公開している

一般道の 5分毎断面交通量を使用した．対象エリアは東京

都墨田区における 98本の道路とした. 𝜎２と𝜖はそれぞれ 10

と 0.5 とした．予測精度の評価指標には平均絶対誤差

（MAE: Mean Absolute Error)を用いた.定義式を以下に示

す. 

4.2 実験結果 

両国橋西という観測地点での断面交通量の観測値と予

測値を図 2 に示す．提案手法の MAE 平均値は 4.9454 で

あり，先行研究の MAE 平均値 5.31 と比べると予測精度が

高くなっている.予測精度が向上した理由は空間的特徴だ

けでなく，時間的特徴を考慮したためと考えられる. 

 
図 1： ST-GCN のアーキテクチャ 

 
図 2 : 両国橋西における観測値と予測値 

 

5. まとめ 

本論文では時間的な道路交通の特徴を考慮する手法を

提案した．墨田区における 98 本の道路ネットワークから観

測される断面交通量の予測において，先行研究より高い精

度で予測ができることを確認した． 

今後の課題として，予測精度を保ちつつ，学習に影響を

与える近傍ノード数を削減する学習パラメータの設定方法

を検討する． 
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